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　日本は戦後、伝統的に伝わる
「米」と、肉類や乳製品などを「副
食」にバランスよく取り込んだ「日
本型食生活」を実現し、海外から
も高く評価されました。
　しかし、社会の変化、個人の価
値観が多様化するとともに、食生
活も「日本型」から個人の好みや
生活スタイルに合わせたさまざま
なかたちに変化しています。その
結果、脂質の摂り過ぎや野菜不足などによる栄養の偏り、朝食欠食など
の食習慣の乱れから、肥満などの生活習慣病にかかる人の増加、若い女
性の痩せの増加などの問題が起きています。

●家庭と地域、みんなで食育
　今回の、「和食」の無形文化遺産化には、「文化を守る」視点の他に、

「健康を守る」視点もあります。健康
な食生活は、気が付いたときから実
施することはもちろんですが、子ど
ものころから習慣付けておくことが、
将来の健康を守るためにとても大切
です。
　そのためには、関係団体のみなさ
んの協力や、家庭での伝承が欠かせ
ません。
　関係団体の活動は、市内の各コミ
センの料理教室や子ども料理教室、

子育てサロンでの食育講座、みそ作り体験や季節の野菜の収穫体験など、
数多く実施されています。市は、これらの活動を含め、家庭で食育を取
り組みやすいよう、情報を発信していきますので、ぜひ利用してください。

言う前に　考えてみよう　その言葉（入江綺
あや

音
ね

・玄海中２年）
つなげたい　みんなの心を　ひとつにね（古賀裕

ゆう

佳
か

・大島中２年）
「なんしよん！？」　いじめをなくす　第一歩（有村優

ゆう

花
か

・河東中３年）

健康・福祉

　

平
成
��
年
に
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、「
食
育
」

と
い
う
言
葉
が
世
の
中
に
広
ま
り
、
今
で
は
耳
慣
れ
た
言
葉
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。「
食
育
」
を
特
別
な
と
き
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
か

ら
で
き
る
よ
う
に
、今
こ
そ
、「
食
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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食文化を伝え
ていくために

　「
食
育
」
は
、最
近
始
ま
っ

た
教
育
と
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
は
、
起
源
は
明
治
時
代
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
福
井
藩
出
身
の
医
師
で
薬

剤
師
で
も
あ
っ
た
石
塚
左
玄

（
さ
げ
ん
）（
嘉
永
４
年
～
明

治
42
年
）
が
、「
今
日
、
学

童
を
持
つ
人
は
、
体
育
も
智

育
も
才
育
も
全
て
食
育
で
あ

る
と
認
識
す
べ
き
」
と
『
通

俗
食
物
養
生
法
』
の
中
で
示

し
て
い
ま
す
。

　
食
の
栄
養
、
安
全
、
選
び

方
、
組
み
合
わ
せ
方
の
知
識

と
、
そ
れ
に
基
づ
く
食
生
活

が
、
心
身
と
も
に
健
全
な
人

間
を
つ
く
る
と
い
う
教
育
＝

「
食
育
」
こ
そ
が
、
子
育
て

の
土
台
と
な
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
食
育
は
、
家

庭
教
育
で
あ
り
、
親
自
ら
が

襟
を
正
す
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
も
説
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
考
え
方
が
、
没
後
１

０
０
年
以
上
た
っ
て
よ
み
が

え
り
、「
食
育
基
本
法
」（
平

成
17
年
施
行
）
の
前
文
の
一

部
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
参
考
資
料
「
福
井
県
農
林

水
産
部
販
売
開
拓
課
資

料
」「
福
井
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」

　
昨
年
の
３
月
、
日
本
政
府

は
「
和
食
＝
日
本
人
の
伝
統

的
な
食
文
化
」
と
題
し
て
、

日
本
食
文
化
を
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
申
請

し
、
今
年
の
12
月
に
登
録
の

可
否
が
決
定

さ
れ
る
予
定

で
す
。
申
請

で
は
、「
和

食
」
を
料
理

そ
の
も
の
で

は
な
く
、「
自

然
を
尊
ぶ
」
と
い
う
日
本
人

の
気
質
に
基
づ
い
た
「
食
」

に
関
す
る
「
習
わ
し
」
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
特
長
と
し
て
、

次
の
①
～
④
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
多
様
で
新
鮮
な
食
材
と
素

材
の
味
わ
い
を
活
用

　
日
本
の
国
土
は
南
北
に
長

く
、
海
、
山
、
里
と
表
情
豊

か
な
自
然
が
広
が
っ
て
い
る

た
め
、
各
地
域
に
根
差
し
た

多
様
な
食
材
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
素
材
の
味

わ
い
を
生
か
す
調
理
技
術
と

調
理
道
具
が
発
達
し
て
い
ま

す
。

②
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
健
康

的
な
食
生
活

　
一
汁
三
菜
を
基
本
と
す
る

日
本
の
食
事
ス
タ
イ
ル
は
、

理
想
的
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
う
ま
味
」
を
上
手
に
使
う

こ
と
で
、
動
物
性
油
脂
の
少

な
い
食
生
活
を
実
現
し
て
い

て
、
日
本
人
の
長
寿
、
肥
満

防
止
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

③
自
然
の
美
し
さ
を
表
現

　
食
事
の
場
で
、
自
然
の
美

し
さ
や
四
季
の
移
ろ
い
を
表

現
す
る
こ
と
も
特
長
の
一
つ

で
す
。
季
節
の
花
や
葉
な
ど

を
料
理
に
あ
し
ら
っ
た
り
、

季
節
に
合
っ
た
調
度
品
を
利

用
し
た
り
し
て
、
季
節
感
を

楽
し
み
ま
す
。

④
年
中
行
事
と
の
関
わ
り

　
日
本
の
食
文
化
は
、
年
中

行
事
と
密
接
に
関
わ
っ
て
育

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
自
然
の

恵
み
の
「
食
」
を
分
け
合
い
、

食
の
時
間
を
共
に
す
る
こ
と

で
、
家
族
や
地
域
の
絆
が
強

く
な
る
の
で
す
。

＊
参
考
資
料
『「
和
食
」
日

本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化

の
内
容
』（
農
林
水
産
省

発
行
）

　
こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
特

長
を
持
つ
「
和
食
」
を
守
り
、

育
て
、
伝
え
て
い
く
に
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
「
食
」

に
つ
い
て
考
え
、
実
践
し
て

み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
特

に
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
に
伝
わ
る
食
文
化
を
知

り
、
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
む
宗
像
に
は

ど
の
よ
う
な
「
食
」
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

じゃがいもの収穫体験

子どもの料理教室

地域の特産を使った料理の「郷土料理レシピカード」

　

郷
土
料
理
レ
シ
ピ
カ
ー
ド
は
現
在
��
種
類
。

市
役
所
１
階
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
健
康
づ
く
り

課
（
西
館
１
階
）
で
入
手
可

「食育」の先駆者
石塚左玄

（写真提供「ＮＰＯ法人
フードヘルス石塚左玄塾」）

　
宗
像
は
、
海
と
山
に
囲
ま

れ
、
田
畑
が
多
く
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
食
材
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。ア
ジ
、イ
カ
、フ
グ
、

毎
年
宮
内
庁
に
献
上
し
て
い

る
ワ
カ
メ
な
ど
の
水
産
物
、

米
、
品
質
日
本
一
に
も
な
っ

た
大
豆
、
多
く
の
野
菜
・
果

物
な
ど
の
農
産
物
や
そ
の
加

工
品
、
卵
、
牛
肉
な
ど
、
あ

げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
で

す
。

　
今
は
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
な
食
材
が
す

ぐ
手
に
入
り
ま
す
が
、
新
鮮

な
旬
の
食
材
が
身
近
に
あ
る

宗
像
は
、
と
て
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。

「
食
」に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う

1919

６
月
は「
食
育
月
間
」、　

日
は「
食
育
の
日
」

健康な毎日を送るためにも
食文化を伝えていきましょう

管理栄養士
　からの
　　一言

荒牧管理栄養士

　
ま
た
、
こ
れ

ら
の
食
材
を
利

用
し
て
、
祝
い

事
や
来
客
の
と

き
に
作
る
「
と

り
す
き
（
鶏
の

す
き
焼
き
）」、

鐘
崎
で
お
せ
ち

料
理
に
食
べ
る

「
の
う
さ
ば（
干

し
た
ホ
シ
ザ
メ

宗像の郷土料理「とりすき」

鐘崎のおせち料理「のうさば」

「
和
食
」
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
化
を

目
指
し
て

「
食
育
」
の
誕
生

宗
像
の
「
食
」

を
た
れ
に
付
け
た
も
の
で
、

別
名
『
鐘
崎
か
ず
の
こ
』）」

な
ど
、
宗
像
独
自
の
郷
土
料

理
が
あ
り
、
今
に
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
絶
や
す
こ
と
な

く
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。


